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ヒメダカの卵の産み付けにおける水深の選好性
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Preference in water depth for egg deposition of female medaka, Oryzias latipes. KAMIDE 
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The present study examined the preference in water depth for egg deposition of female, orange-
red variety medaka Oryzias latipes in order to obtain basic information for conservation of wild medaka. 
Substrates for egg deposition were set at various depths in experimental aquaria and male and female 
medaka were kept in the aquaria for seven days to observe spawning. The number of eggs and the 
egg deposition depth were recorded every day. The female medaka deposited eggs on the substrates at 
various depths but notably a significantly large number of eggs were deposited at shallow depths. These 
results indicate that female medaka gives a preference to shallow water depths for egg deposition.
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1 　はじめに

　メダカはアジアに生息する小型の淡水魚で，日本
にはミナミメダカ（Oryzias latipes）とキタノメダカ

（Oryzias sakaizumii）の 2 種が池，川，水田などに生
息する 1)．近年，日本の野生メダカはその個体数が減
少し，2015 年の環境省版レッドリストでは，2 種と
もに絶滅危惧種Ⅱ類（VU）に指定されている 2)．ま
たそれに伴い野生メダカの保全活動が行われるように
なってきた 3-5)．メダカの保全活動を行うにはメダカ
の生活史を把握することが重要であるが，野生のメダ
カの生活史は十分には明らかとなっていない 6,7)．特
に生活史の中でも繁殖活動は子孫を残す重要な過程で
あるが，野生メダカの繁殖生態についてはまだ十分な
知見が得られていない．このような状況のもと，我々
は野生メダカの保全のために必要な基礎的知見を得る
ことを目的として，ミナミメダカの繁殖生態について
の研究を進めている．
　これまでの我々の研究から，ミナミメダカは雌雄の
産卵行動の後，雌が単独で水草，苔，陸上植物の根な

どの基質に卵を産み付けることが明らかになってい
る 8-10)．さらに卵の産み付けは浅い水深にある基質に
行うことが観察されている 8,9)．この選好性が，ミナ
ミメダカの通常の繁殖行動であるのか，観察地の環境
条件に適応した繁殖行動であるのか，ということを明
らかにするために，本研究ではヒメダカ（ミナミメダ
カの体色突然変異体品種 11,12））を用いて雌の産み付
けにおける水深の選好性を調べる実験を行った．
　

2 　材料と方法

2・1　ヒメダカ
　実験には埼玉県水産流通センター（埼玉県加須市）
から購入したヒメダカ（Oryzias latipes）を用いた．
なお野生ミナミメダカの保全研究には野生のミナミメ
ダカを用いて実験を行うのが適切であるが，本研究で
は野生ミナミメダカの捕獲を控え，ミナミメダカに由
来する 1 品種であるヒメダカをモデルとして実験を
行った．これらのメダカを性成熟させるために水温
25 ℃，日長 16 時間明期（6 時点灯）に設定したガ
ラス製飼育水槽（40 L）で飼育した．餌は市販の飼
料（「テトラキリミン　めだかのえさ」，テトラ社，横
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浜市）を 1 日 2 回適当量与えた．水槽内には水質維
持のための濾過フィルターを設置した．この飼育条件
下でメダカは季節を問わずほぼ毎日産卵した．

2・2　水深選好性実験
　飼育水槽内から雌 20 個体，雄 5 個体（全長約 35 ㎜，
体重約 0.39 g）を循環濾過式 FRP 製実験水槽（幅 30 
cm，奥行き 90 cm，深さ 60 cm，水深 55 cm）に移
し，1 日 2 回餌を適当量与えた．実験水槽はヒーター
とクーラーで水温 25 ℃に，日長はタイマーで 16 時
間明期（4 時点灯）に設定した．濾過のための換水量
は 2.6 L/ 分とした．実験水槽に魚を馴化させた後（1~2
週間），基質の形状が水深選好に与える影響を考慮し，
実験水槽内に 2 種類の形状の産み付けシートを設置
し，産み付けの水深選好を調べる試験を行った．産み
付けシートはポリエチレンシート（88 cm × 55 cm）
にアクリル毛糸製の産み付け基質を異なる方向に整列
させて接着させたもので，このシートを実験水槽の 1
面に取り付けた．2 種類の産み付けシートは，1）ポ
リエチレンシートに長さ 88 cm の毛糸の束を 10 cm
間隔で 5 本，水平方向に水深 0，10，20，30，40 
cm の位置になるように接着したもの（以下 , 水平型
産み付けシート），2）ポリエチレンシートに長さ 50 
cm の毛糸の束を 10 cm 間隔で 8 本，垂直方向に水深
0 cm から 50 cm の位置になるように接着したもの（以
下 , 垂直型産み付けシート），とした（図 1）．
　産み付けシートを実験水槽に設置した翌日から 7
日間，毎日，実験水槽から取り外し，毛糸に付着して
いる卵をすべて採取し，水深ごとに付着卵を計数し
た．卵の採取は，その日の雌の産み付けが終了してい
ると考えられる 15 ～ 17 時に行った 8)．水平型産み

付けシートについては，各水深の毛糸の束の付着卵を
計数した．垂直型産み付けシートについては，10 cm
間隔で水深を区分し，各水深区間の付着卵を計数した．
また水槽の底に落ちている卵は網で採取し，計数した．
その後，産み付けシートは実験水槽に戻した．2 種類
の産み付けシートに対して各 2 回の試験を行った．
　水深ごとの卵数については，7 日間の試験において，
各水深における 1 日当たりの卵数の平均値を比較し
た．このときの各水深間の産み付け卵数の差の検定に
は Tukey の検定を採用した．なお 4 回の試験は 2015
年 9 月から 10 月にかけて行った．
　

3　結果

　水平型および垂直型産み付けシートについて各 2
回，合計 4 回の試験を行ったが，産み付けはいずれ
もほぼ同様のパターンであった．図 2 および図 3 に
は 7 日間で各水深に産み付けられた卵の合計数を示
している．産み付けは浅い水深から深い水深までどの
水深でも行われたが，水平型産み付けシートの場合の
水深 0 cm，垂直型産み付けシートの場合の水深 0 ～
10 cm において，他の水深より多くの卵が産み付け
られていた（p<0.05）．また他の水深間での卵の産み
付け数に有意差はなかった．なお各試験において水底
にも若干数の卵がみられた．

4　考察

　メダカの繁殖特性を明らかにするには実際のフィー
ルドでの観察に加えて，実験による検証が重要である．
本研究ではメダカの卵の産み付けにおける水深の選好

図 1　メダカの卵の産み付けの水深選好性を調べるための実験水槽．
　アクリル毛糸で作製した産み付け基質を水平，垂直の 2 通りの配置でポリエチレンシートに
接着し , 産み付けシート（水平型および垂直型産み付けシート）として実験水槽に設置した． 
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性について，ヒメダカを用いて実験を行った．4 回の
試験の結果はほぼ同様のパターンを示したことから，
今回の実験結果はヒメダカの繁殖特性を示していると
考えられる．今回の実験条件下では，雌のヒメダカは
浅い水深から深い水深までどの水深においても卵を産
み付けたが，特に浅い水深においてより多くの卵を産
み付けた．このことはヒメダカは浅い水深に卵を好ん
で産み付ける習性を持つことを示している．一方，野
外のミナミメダカが比較的浅い水深にのみ卵を産み付
けていたのに対し 8,9)，今回の実験でヒメダカは水深
20 ～ 40 cm といった深さにも卵を産み付けた．この
野生ミナミメダカとヒメダカの産み付けの水深の違い
については，野生ミナミメダカとヒメダカの習性の差
異によるものか，好適な産み付け基質の有無，捕食者
の有無，野外の不安定な環境と屋内環境の違いなどに
よるものか，今後の検討が必要である．なお各試験に
おいて若干数の卵が水底にみられたが , これらの非付
着卵は , 基質に付着した卵がはずれて落下したものか ,

メダカが直接卵を水底に落としたものかは不明であ
る．
　本研究では，野生のミナミメダカではなくモデル魚
であるヒメダカを用いて実験を行ったが，これまでの
ミナミメダカの観察結果 8,9）および今回の実験結果か
ら，卵の産み付けに関しては野生ミナミメダカもヒメ
ダカ同様，浅い水深に卵を産み付ける習性をもつこと
が推測される．このようなメダカの性質を考慮すると，
ミナミメダカの保全のためには，水深の浅いところに
適切な産み付け基質が存在することが重要であると考
えられる．実際の河川 , 池などの岸の改修にあたって
は , ミナミメダカの産み付け基質として重要である浅
い水域の水草や陸上植物の根などの保全 , 復元といっ
た対策が必要である．
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